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中国における社会的環境管理能力の中国における社会的環境管理能力の
形成過程（システム形成期）形成過程（システム形成期）

↑↑ システム形成期のはじまりシステム形成期のはじまり

↑↑ 形成期の最終局面形成期の最終局面

↑↑

システム形成期の終了システム形成期の終了//本格的稼動期への移行本格的稼動期への移行
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3.1 中国
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3.1 中国

タイにおける社会的環境管理能力のタイにおける社会的環境管理能力の
形成過程（システム形成期）形成過程（システム形成期）

ベンチマーク
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環境行政組織

環境情報
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環境法

タイ環境白書
(1995-2001)

NEB (1975)
ONEB (1975)

MOSTE (1992)
   (OEPP, PCD, DEQP)

MONRE
(2002)

国家環境質向上保全法
 (1975)

大気環境基準の制定(1981) 国家環境質向上保全法改正 (1992)

↑↑ システム形成期のはじまりシステム形成期のはじまり

↑↑ 形成期の最終局面形成期の最終局面

↑↑

システム形成期の終了システム形成期の終了//本格的稼動期への移行本格的稼動期への移行 ？？

3.2 タイ
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PMPM1010濃度（バンコク）濃度（バンコク）

3.2 タイ

インドネシアにおける社会的環境インドネシアにおける社会的環境
管理能力の形成過程（システム形成管理能力の形成過程（システム形成

期）期）

ベンチマーク

?

?

1980 1990 2000

環境法

環境行政組織

環境情報

1960 1970

インドネシア環境統計 (1982-2000) 環境白書 (2003年 予定)

人口環境省
(1983)

BAPEDAL
(1990)

環境省
(1993)

新環境省
(2002)

環境管理基本法 (1982) 環境管理法(1997)

↑↑ システム形成期のはじまりシステム形成期のはじまり

↑↑ 形成期の最終局面形成期の最終局面

↑↑

システム形成期の終了システム形成期の終了//本格的稼動期への移行本格的稼動期への移行 ？？

3.3 インドネシア
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メキシコにおける社会的環境管理能力メキシコにおける社会的環境管理能力
の形成過程（システム形成期）の形成過程（システム形成期）

ベンチマーク 1960 1970

環境情報

環境法

環境行政組織

1980 1990 2000

生態系および環境保護の
状況に関するレポート
 (1989-96)

環境統計白書
(1997, 1999)

SEMARNAP
(1994)

SEMARNAT
(2000)

汚染対策連邦法
(1971)

環境保護連邦法
(1982)

生態系保全と環境保
護一般法(1988)

SEDEUE
(1982)

SEDESOL
(1992)

生態系保全と環境保護
一般法改定 (1996)

↑↑ システム形成期のはじまりシステム形成期のはじまり

↑↑ 形成期の最終局面形成期の最終局面

↑↑

システム形成期の終了システム形成期の終了//本格的稼動期への移行本格的稼動期への移行

3.4 メキシコ
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3.4 メキシコ

社会的環境管理能力の形成と社会的環境管理能力の形成と
プロジェクトの実施時期プロジェクトの実施時期

3.5 プロジェクトのentry/exit points

1950 1960 1970 1980 1990 2000
日本

1950 1967 1971  環境庁 1993

中国
1979 1996 2008

タイ
1975 1992 2002

インドネシア
1978 1990 1993 2002

メキシコ
1971 1988 1994

①, ②, ③：プロジェクト・フェーズ
システム形成期 本格的稼動期 自律期

公害対策基本法、環境庁

環境基本法・・・リスク管理へ

公害対策基本法

① ② ③

　

北京オリンピック

1988  NEPA,
     1994  SEPA

2000  第10次5ｶ年計画
第9次5ｶ年計画

① ②

2000
連邦法 SEMARNAP

① ②

新環境省

+ 環境省BAPEDAL開発監督環境省

①

NEQA、ONEB
天然資源環境省

MOSTE

生態系保全と
環境保護一般法

環境保護法（試行）

環境センター・プロジェクトの環境センター・プロジェクトの
entry/exit pointsentry/exit points

プロジェクトのプロジェクトのentry/exit pointsentry/exit pointsにより、環境センター・アプローチのにより、環境センター・アプローチの

妥当性を評価する。妥当性を評価する。

環境センター・プロジェクトのexit point

本格的稼動期へ

最終局面

入り口 環境情報 汚染改善

環境行政組織

環境法

システム形成期 本格的稼動期 自律期

環境センター・プロジェクトのentry point

総合的な環境管理

3.5 プロジェクトのentry/exit points

44ヶ国における環境センター・プロジェクトヶ国における環境センター・プロジェクト
ののentry/exit pointsentry/exit points

中国中国
適切な適切なentry pointentry point。社会的環境管理能力の形成ステージと照らし合わせると。社会的環境管理能力の形成ステージと照らし合わせると

exit pointexit pointはフェーズはフェーズ22終了時も考えられるが、より総合的なフェーズ終了時も考えられるが、より総合的なフェーズ33の実施はの実施は
妥当。妥当。

タイタイ
適切な適切なentry pointentry point。延長終了時（。延長終了時（19971997年）は本格的稼動期の初期の段階で年）は本格的稼動期の初期の段階で
あり、何らかの援助の続行が望ましかった。あり、何らかの援助の続行が望ましかった。

インドネシアインドネシア
適切な適切なentry pointentry point。社会的環境管理能力のステージ（長いシステム形成期）と。社会的環境管理能力のステージ（長いシステム形成期）と

EMCEMCの自立性を考慮すると、現在実施中のフェーズの自立性を考慮すると、現在実施中のフェーズ22（地方環境管理能力（地方環境管理能力
強化プロジェクト）は妥当。強化プロジェクト）は妥当。

メキシコメキシコ
19801980年代後半にはすでに本格的稼動期に入っており、プロジェクト開始（年代後半にはすでに本格的稼動期に入っており、プロジェクト開始（19951995
年）は多少遅かった。プロジェクト開始・終了ともに早い方が望ましかった。年）は多少遅かった。プロジェクト開始・終了ともに早い方が望ましかった。

3.5 プロジェクトのentry/exit points

政府の能力形成に対する政府の能力形成に対する
環境センターのインパクト環境センターのインパクト

環境行政の基盤が既にでき環境行政の基盤が既にでき
ており、基礎能力への貢献はており、基礎能力への貢献は
少ない。少ない。

EMCEMC職員の分析技術は向職員の分析技術は向
上したが、環境行政への大き上したが、環境行政への大き
なインパクトはない。なインパクトはない。

行政組織上、ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ、研行政組織上、ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ、研
究では直接的な貢献がな究では直接的な貢献がな
かった。かった。

十分にあった。十分にあった。

インパクトインパクト

○○

○○

◎◎

◎◎

研修研修

△△

××

○○

◎◎

研究研究

◎◎中国中国

△△メキシコメキシコ

○○ｲﾝﾄﾞﾈｼｱｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

△△タイタイ

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

3.6 アクター別・地方能力形成評価

注：◎は「十分に貢献した」、○は「貢献した」、△は「間接的に貢献した」、
×は「間接的な貢献もなかった」をそれぞれ示す・
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企業、市民の能力形成に対する企業、市民の能力形成に対する
環境センターのインパクト環境センターのインパクト

企業からの研修参加あり。企業からの研修参加あり。

情報公開については改善の方向情報公開については改善の方向
にあるが、研修等は行われていなにあるが、研修等は行われていな
い。い。

研修受講者の研修受講者の2525％は民間。％は民間。

ISOISO承認権限取得予定（一部）。承認権限取得予定（一部）。

十分にあった。十分にあった。

インパクトインパクト

○○

△△

○○

◎◎

情報情報
公開公開

××

××

△△

◎◎

ISOISO承認承認
権限権限

◎◎中国中国

○○メキシコメキシコ

××ｲﾝﾄﾞﾈｼｱｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

◎◎タイタイ

研修研修

3.6 アクター別・地方能力形成評価

地方における能力形成に対する地方における能力形成に対する
環境センターのインパクト環境センターのインパクト

研修への参加（ただし首都圏からのみ）。研修への参加（ただし首都圏からのみ）。

地方分権化に伴い、研修のニーズ増加（た地方分権化に伴い、研修のニーズ増加（た
だし管轄外の場合もある）。だし管轄外の場合もある）。

20022002年年77月開始のフェーズ月開始のフェーズ22では、メダンを対では、メダンを対
象として地方環境管理能力強化を支援。象として地方環境管理能力強化を支援。

研修受講者の研修受講者の3535％は地方行政官。％は地方行政官。

近年の地方分権化に伴い、研修のニーズ近年の地方分権化に伴い、研修のニーズ
は増加。は増加。

全国環境情報ネットワーク整備。全国環境情報ネットワーク整備。

インパクトインパクト

○○

○○

◎◎

◎◎

研修研修

◎◎中国中国

△△メキシコメキシコ

△△ｲﾝﾄﾞﾈｼｱｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

××タイタイ

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

3.6 アクター別・地方能力形成評価

環境センターによる相互理解・相互作用環境センターによる相互理解・相互作用

日本・途上国間日本・途上国間

-- 中国環保センター中国環保センター ・・・・・・ 日中環境協力の窓口日中環境協力の窓口

環境センター対象国間環境センター対象国間

-- メキシコメキシコCENICACENICA--チリチリCENMACENMA相互協力協定相互協力協定

-- 東アジア酸性雨モニタリング・ネットワーク（東アジア酸性雨モニタリング・ネットワーク（EANETEANET））
中国、インドネシア（、タイ）中国、インドネシア（、タイ）

3.7 相互作用

アクター別評価等のまとめアクター別評価等のまとめ

△△△△○○△△メキシコメキシコ

△△○○△△△△ｲﾝﾄﾞﾈｼｱｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

△△○○○○○○タイタイ

◎◎◎◎◎◎◎◎中国中国

相互理解相互理解地方地方企業・市民企業・市民政府政府

4. 4. 教訓と提言教訓と提言

提言提言

(1) (1) 既存の環境センターへの提言既存の環境センターへの提言

職員の能力向上（特に政策分析）が重要である。職員の能力向上（特に政策分析）が重要である。

(2) (2) 新たな環境センター・プロジェクトへの提言新たな環境センター・プロジェクトへの提言

-- 本研究で開発した本研究で開発したentry/exit pointsentry/exit points分析により、分析により、

プロジェクトの適正な実施時期を検討すべきである。プロジェクトの適正な実施時期を検討すべきである。

-- 環境行政全体を支援しうる行政組織上の位置付環境行政全体を支援しうる行政組織上の位置付

けと機能の大きさを持っていることが必要である。けと機能の大きさを持っていることが必要である。

-- 機能スコープの設定に際して、行政のみならず、企機能スコープの設定に際して、行政のみならず、企

業、市民、地方との関係も重視すべきである。業、市民、地方との関係も重視すべきである。

4.1 環境センターの今後の展開
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提言提言

(3) (3) これからの環境協力のあり方への提言これからの環境協力のあり方への提言

-- 国別アプローチと分野別アプローチをかけあわせ国別アプローチと分野別アプローチをかけあわせ
たプログラム化が重要である。たプログラム化が重要である。

ブラウン・イシューとグリーン・イシューの連携ブラウン・イシューとグリーン・イシューの連携

国内環境問題と地球環境問題の統合国内環境問題と地球環境問題の統合

貧困削減と環境改善の連携貧困削減と環境改善の連携

-- 日本の援助供給能力を開発することが必要で日本の援助供給能力を開発することが必要で
ある。ある。

4.2 日本の環境協力

5. 5. まとめまとめ
日本・アジアから世界への情報発信日本・アジアから世界への情報発信

-- 環境センター・アプローチを発展させた新たな環境環境センター・アプローチを発展させた新たな環境
協力のビジネス・モデルの形成協力のビジネス・モデルの形成 --

アイデアからコンセプトへ、コンセプトから理論モデルへアイデアからコンセプトへ、コンセプトから理論モデルへ

息の長い評価研究、援助研究の組織化息の長い評価研究、援助研究の組織化

現場と学会とのネットワーク・協働による知識創造現場と学会とのネットワーク・協働による知識創造

場（場（BaBa）の構築）の構築

4.3 まとめ

評価のフィードバック・波及評価のフィードバック・波及

20032003年度：評価フィードバック（国内、ジャカルタ、バンコク、北京）年度：評価フィードバック（国内、ジャカルタ、バンコク、北京）

20032003年年44月：広大国際環境協力研究センター（月：広大国際環境協力研究センター（HICECHICEC）設立）設立

20032003年年66月：国際開発学会春季大会月：国際開発学会春季大会

共通論題「国際開発研究のための知的ネットワークの構築：学問研究と実務」共通論題「国際開発研究のための知的ネットワークの構築：学問研究と実務」

20032003年年1212月：社会的環境管理システム（月：社会的環境管理システム（SEMSSEMS）国際シンポ）国際シンポ

20042004年度：年度：SEMSSEMS研修コース（研修コース（JICAJICA--HICECHICEC、タイ・インドネシア）、タイ・インドネシア）

20042004年度：広大年度：広大IDECIDEC--SEMSSEMS教育コース教育コース
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